

























































































































































































































































































































































































































































































































































































徳本は生まれながらにして信心深く、仏道に帰依する志が強かったが、両親に出家を反対され、密かに勤行する毎日であった。父亡き後 母の赦しを得、二十七歳で得度、出家した。そ のちは、炒麦（むぎこ）一合のみを一日の食料とし、昼夜修行に励んだ。ある夜の夢に十一面観音が告げる は「汝は私のところに来るがよい。私のところで修行すれば、得るところが多いであろう」という。目覚めた後、十一面観音の霊跡を探したところ 落合谷という地を探し当てた。こ に 白山権現の社があり、その社の本地仏は十一面観音であったとい 。そ 後、 れまで以上の苦行錬行を行うことになるが、その発心をしたのはこの地 あったという。
　
この夢告の話を淨慧の考えと照らし合わせた場合、徳本はこの夢告の前









































































































し、 「玉・玊」 「未・末」 「己・已・巳」等の混用表記は文意をとって適字を置き、 「ヿ」
（コト）
等の合字は通行の表記に改め、摺墨の濃淡等による判読不能
の文字は字数分の空格（□）を置いた。
一、半丁ごとに丁数を示し、各話末行と次話題との間に空行を置いた。
